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日ASEAN経済大臣会合の概要
○２０２０ 年８月２８日（金）・オンライン開催

○日本側：梶山経済産業大臣

○ASEAN側：東南アジア10カ国の経済大臣

○新型コロナウィルス感染症拡大を受け、7月の日ASEAN経済大臣特別会合において発出

された「日ASEAN経済強靱化アクションプラン」に盛り込まれたプロジェクトの進捗につい

て共有するとともに、今後の対応・協力体制について協議。

○コロナ禍を受け、日ASEAN協力が大きな転換期を迎える中、産業界（日ASEANイノベー

ションネットワーク）の立場から、新たな日ASEAN協力の中で、特に重点的に取り組むべ

き具体的分野について提言。

（梶山経済産業大臣）
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（斎藤日商特別顧問） （オンライン会議の模様）
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日ASEANイノベーションネットワーク（AJIN）とは

2

○概要

２０１７年設立。日本商工会議所、経団連、経済同友会、新経済連盟、日本貿易会、
ASEAN日本人商工会議所連合会などにより構成。

日本とASEANのビジネス連携によりイノベーションを推進し、産業の高度化や社会問題
の解決に取り組むことを目的。

〇これまでの主な活動（2017-2020）

ネットワーキングの推進。イノベーションのための対話とマッチング [ 8カ国／13セッション
／約1,800名参加]

新規事業の創出に向け、調査・ディスカッションテーブルの実施、新産業創出のための実
証事業のマッチング。第4次産業革命に向けて、持続可能なパートナーシップ構築の推進。

社会的・経済的課題に関する政策提言。

〇これまでの活動を通じて見えてきたこと

ASEAN企業の積極性を体感。さらなるイノベーションのためにも、日ASEANの双方の企
業がマッチングできる仕組みが必要。

欧米などの先進国に比べ、ASEANには成長のフィールドが多くあり、特に小回りが利く中
小企業にとって魅力が大きい。
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日ASEAN経済大臣会合でのAJIN提言概要
〜日ASEAN各国政府による企業支援の期待〜

○デジタル化の加速

デジタル機器活用人材の早期育成と供給。

デジタル化促進のための設備導入補助、活用法等の指導。

さらなるイノベーション創出のため、デジタルを活用してASEAN企業と日本企業とのビジネ
スマッチング機会の創出。

○サプライチェーンのアップグレード

サプライチェーン多元化・強靭化のための投資環境の整備。

スマートマニュファクチャリング実現人材の育成、長期ビジョンと戦略の策定。

○サステナブル（持続的）でインクルーシブ（包摂的）な成長

環境や生態系に配慮した持続可能なエネルギー開発と経済成長の両立の実現。

特に、経営体力が弱いが社会的基盤である中小企業が今回のコロナをきっかけに生産性
向上と経営力向上を実現できるよう、資金面・制度面・人材面で手厚い支援策の実施。
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提言に対するコメントと今後の活動

○ASEAN 各国経済大臣は、ASEAN の経済発展への継続的な支援に対して日本に感謝の
意を表明。また、日 ASEAN のサプライチェーン強化、デジタル化の加速、ASEAN の持
続可能で包摂的な成長の実現に向けた日 ASEAN イノベーション・ネットワーク(AJIN)か
らの提案を歓迎。

【梶山経済産業大臣】ー日本政府としても、こうした動きを後押しする
環境整備をASEANとともに推進していきたい。

【リムASEAN事務総長】ーサプライチェーン・フレームワークとデジタル化に向けた表明
は、パンデミック後のASEANの成長に向けて力点が置かれるところ。AJINは、地域に
おけるよりイノベーティブで包括的な復興計画について、役に立つ新しいアイデアを提
案してくれた。今後、復興に向けた実行計画に向けて、更に産業界、対話国、そして
ジェトロとの対話を重ねていきたい。

【議長（ベトナム・アイン商工大臣）】ーFJCCIA、AJBC、ジェトロの報告に感謝。サプライ
チェーンの強靭性を高めていくこと、デジタルへのシフト、産業人材育成を含むスキル
支援の重要性に合意する。日ASEANの全大臣を代表し、FJCCIA、AJBC、ジェトロに感
謝する。

○ 各国経済大臣は、「日ASEAN経済強靱化アクションプラン」の具体化を図りながら、近年、
ASEANが直面する「様々な社会課題の解決」と「経済成長の実現」の同時達成を目指す
べく、日ASEAN協力を継続的に議論する「イノベーティブ＆サステナブル成長対話
（DISG）」の立ち上げに合意。今後、テーマを複数選定し、日ASEAN双方の産業界や学界
の幅広い関係者が参加するウェビナーをシリーズで開催していくこととなった。
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